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企業と地域を結ぶ情報誌

企業の森 Topics　企業の森に新たな参画企業
CSR Report　「企業の森」参画企業・団体の社会貢献活動
和歌山県の関連政策紹介



新たに２社の参画と、新規箇所で２社が活動継続され、
参画団体数は７６企業・団体、活動場所は８３箇所となりました。

企業等の皆さんと県・市町村がともに森づくりを進める「企業の森」
企業の森Topics企業の森Topics

株式会社NTN紀南製作所
「NTN紀南 牟婁｢和｣の森」

実施地
　上富田町 生馬 字 風穴 地内
　0.45ha

自動車・家電製品から鉄道・航空機・自然エネル
ギーまで人々の暮らしを支えるベアリングの鍛造
及び旋削加工を行っている株式会社ＮＴＮ紀南製
作所（和歌山県）が２箇所目の活動に取り組む

株式会社濱本組
「はぐくむ森」

実施地
　田辺市 龍神村 甲斐ノ川 字 玉谷 地内
　0.70ha

前身は明治時代の創業。
一世紀以上にわたって築いた知識と経験を活か
し、建築工事、土木工事等の事業を行っている株
式会社濱本組（和歌山県）

日本ルナ株式会社
「日本ルナの森」

実施地
　紀の川市 中畑 地内
　1.99ha

バニラヨーグルトをはじめとしたはっ酵乳、乳酸
菌飲料の専門メーカーであり、和歌山県産の果物
を使用した商品の生産も行っている日本ルナ株式
会社（京都府）

花王株式会社和歌山工場
「花王の森 おいし」

実施地
　海草郡 紀美野町 梅本 丸岩 地内
　0.82ha

洗剤やシャンプーなどの家庭用製品のほか、油脂
製品・界面活性剤・香料などの化学製品製造等を
行っている花王株式会社和歌山工場（和歌山県）
が2箇所目の活動に取り組む

2箇所目 2箇所目

新  規新  規
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企　業
企　業　・　団　体　名 協定期間始期 活動地 面積 (ha)

1  大阪ガス株式会社
「大阪ガスの森」  Ｈ１6．8.20 田辺市

（旧中辺路町） 1.00

2  日本たばこ産業株式会社
「ＪＴの森 中辺路」  Ｈ１７．1.20 田辺市

（旧中辺路町） 53.72

3  全日本空輸株式会社
「私の青空 関西空港・高野山ゲンジの森｣  Ｈ１７．４ 高野町 0.50

4  住友金属工業㈱和歌山製鉄所
「住友金属和歌山の森」  Ｈ１7．6.17 田辺市

（旧中辺路町） 2.50

5  財団法人イオン環境財団
「イオンの森  調月」  Ｈ１７．7.27 紀の川市

（旧桃山町） 36.00

6  サントリー株式会社
「サントリー「天然水の森 湯の峰」」  Ｈ１7．11.2 田辺市

（旧本宮町） 4.10

7  東京海上日動火災保険株式会社
「東京海上日動の森」  Ｈ１7．12.5 紀美野町

（旧美里町） 1.10

8  セイカグループ
「セイカの森」  Ｈ１８．1.16 日高川町

（旧美山村） 1.20

9  紀陽銀行・紀陽銀行従業員組合
「紀陽の森」  Ｈ１８．1.16 日高川町

（旧美山村） 1.30

10  東洋紡株式会社
「東洋紡みらいの森」  Ｈ１８．2.28 日高川町

（旧美山村） 0.80

11  積水ハウス株式会社
「積水ハウスの森」  Ｈ１８．3.22 田辺市

（旧中辺路町） 2.60

12  パナソニック株式会社エコソリューションズ社
「パナソニック・田辺龍神 ながきの森」  Ｈ１8．7.11 田辺市

（旧龍神村） 20.58

13  株式会社ＮＴＮ紀南製作所
「ＮＴＮ紀南　牟婁「和」の森」  Ｈ１8．10.5 上富田町 1.00

14  花王株式会社和歌山工場
「花王の森　紀美野」  Ｈ１９．2.7 紀美野町

（旧美里町） 0.70

15  東宝建設株式会社
「感謝の森」  Ｈ１９．2.7 田辺市

（旧中辺路町） 0.70

16  三井住友信託銀行株式会社
「しんたくの森」  Ｈ１９．3.5 日高川町

（美山村） 0.80

17  積水化学工業株式会社
「積水化学の森」  Ｈ19．12.19 田辺市

（旧中辺路町） 2.70

18  富士通株式会社
「富士通グループ・紀州龍神せせらぎの森」  Ｈ２０．2.25 田辺市

（旧龍神村） 1.40

19  西日本電信電話株式会社（ＮＴＴ西日本）和歌山
支店　「輝きの森」  Ｈ２０．2.29 田辺市

（旧龍神村） 3.30

20  株式会社淺川組
「紀美野　あさかわの森」  Ｈ２０．2.29 紀美野町

（旧野上町） 1.20

21  西日本高速道路株式会社／西日本高速道路サ
ービスホールディングス株式会社　「つなぎの森」  Ｈ２０．3.19 田辺市

（旧龍神村） 11.00

22  岩本電気産業株式会社
「集いの森」  Ｈ２０．3.19 田辺市

（旧龍神村） 0.50

23  有限会社光明電設
「希望の森」  Ｈ２０．3.19 田辺市

（旧龍神村） 0.50

24  和歌山県オールトヨタ
「やすらぎの森」  Ｈ２０．１2.15 田辺市

（旧龍神村） 1.90

25  株式会社富士住建
「富士住建の森」  Ｈ２0．12.15 田辺市

（旧中辺路町） 2.50

26  株式会社資生堂
「椿の森」 Ｈ２１．2.20 白浜町

（旧白浜町） 2.50

27  株式会社えにし
「湯の峰温泉モス＆ナナズいにしえの森」 Ｈ２１．3.23 田辺市

（旧本宮町） 1.30

28  株式会社パンジー
「パンジーまごころの森」 Ｈ２１．5.15 田辺市

（旧中辺路町） 2.20

29  中田食品株式会社
「中田食品　清姫の森」 Ｈ２1．7.21 田辺市

（旧中辺路町） 3.50

30  株式会社NTTドコモ
「ドコモ紀の国・明恵峡の森」 Ｈ２1．10.9 有田川町

（旧金屋町） 0.90

31  有限責任監査法人トーマツ
「トーマツの森」 龍神村 Ｈ２２．1.7 田辺市

（旧龍神村） 0.50

32  本州化学工業株式会社
「本州化学の森・日高川」 Ｈ２２．9.7 日高川町

（旧中津村） 1.40

33  三菱商事株式会社
「三菱商事　芽ぐみの森」 Ｈ２3．４.13 田辺市

（旧中辺路町） 17.40

34  パナソニック株式会社エナジー社
「パナソニック『えがおの森　紀の川』」 Ｈ２３．４.15 紀の川市

（旧粉河町） 4.37

35  南海スチール株式会社
「１０年　あゆみの森」 Ｈ２６．2.12 田辺市

（旧龍神村） 0.50

36  丸紀木材工業株式会社
「６０年　感謝の森」 Ｈ２６．2.12 日高川町

（旧美山村） 7.50

37  株式会社ジーアップキャリアセンター
「心海の森」 Ｈ２６．１１.4 田辺市

（旧龍神村） 0.50

38  ナカダ産業株式会社
「ナカダ産業まったくんの森」 Ｈ２７．2.4 田辺市

（旧中辺路町） 0.47

39  ナカダ産業株式会社
「ナカダ産業まったくんの森」 Ｈ２７．2.４ 田辺市

（旧龍神村） 0.23

40  株式会社フラット・フィールド・オペレーションズ（旧
本家さぬきや）　「感謝の森」 Ｈ２７．2.４ 日高川町

（旧中津村） 0.37

41  楽天株式会社
「楽天の森」 Ｈ２７．3.17 田辺市

（旧龍神村） 16.60

42  新日鐵住金株式会社和歌山製鐵所
「新日鐵住金和歌山の森」 Ｈ２７．9.17 田辺市

（旧中辺路町） 1.76

43  株式会社第一テック
「繁栄の森」 Ｈ２８．1.15 田辺市

（旧龍神村） 0.50

44  コーナン商事株式会社
「コーナン　ＤＩＹの森」 Ｈ２８．2.3 田辺市

（旧大塔村） 1.90

企　業
企　業　・　団　体　名 協定期間始期 活動地 面積 (ha)

45  積水ハウス株式会社
「積水ハウスの森」 Ｈ２８．2.13 田辺市

（旧中辺路町） 1.60

46  ＴＯＴＯ株式会社
「ＴＯＴＯの森」 Ｈ２８．4.1 紀の川市

（旧粉河町） 3.89

47  紀陽銀行・紀陽銀行従業員組合
「紀陽の森」 Ｈ２８．3.29 田辺市

（旧大塔村） 1.54

48  中西金属工業株式会社
「ＮＫＣグループ　悠久の森」 Ｈ２８．8.24 田辺市

（旧中辺路町） 3.22

49 三菱電機株式会社 冷熱システム製作所
「みつびしでんき・有田川の森」 Ｈ２８．１0.17 有田川町

（旧清水町） 1.03

50  株式会社濱本組
「はぐくむ森」 Ｈ２８．１2.19 田辺市

（旧龍神村） 0.70

51  花王株式会社和歌山工場
「花王の森 おいし」 Ｈ２9．2.7 紀美野町

（旧野上町） 0.82

52  株式会社NTN紀南製作所
「NTN紀南　牟婁「和」の森」 Ｈ２9．１.20 上富田町 0.45

53 日本ルナ株式会社
「日本ルナの森」 Ｈ２9．3.21 紀の川市

（旧打田町） 1.99

労　働　組　合
企　業　・　団　体　名 協定期間始期 活動地 面積 (ha)

1  ユニチカ労働組合
「ユニチカの森」  Ｈ１4．10.17 日高川町

（旧中津村） 2.00

2  関西電力労働組合
「関労ふれあいの森」  Ｈ１5．9.11 田辺市

（旧本宮町） 1.00

3  日本労働組合総連合会和歌山県連合会
「連合和歌山の森」  Ｈ１7．10.20 日高川町

（旧美山村） 0.78

4  ダイキン工業労働組合
「ダイキン工業労働組合の森」  Ｈ１８．４.4 田辺市

（旧中辺路町） 1.40

5  北越紀州製紙労働組合紀州支部
「北越紀州労組　虹の森」  Ｈ１９．３.7 那智勝浦町 0.40

6  関西電力労働組合和歌山地区本部
「関労和歌山いこいの森」 Ｈ２７．8.7 田辺市

（旧本宮町） 2.63

そ　の　他　団　体
企　業　・　団　体　名 協定期間始期 活動地 面積 (ha)

1  森林ボランティア団体
「ゲンジの森」  Ｈ１６．４ 高野町 0.20

2  NPO法人和歌山野球振興協会・夢クラブ 
「野球の森」  Ｈ１６．４.21 かつらぎ町

（旧花園村） 1.00

3  NPO法人原風景
「原風景の森」  Ｈ１６．４.21 かつらぎ町

（旧花園村） 0.50

4  ロータリークラブ
「ロータリー100年の森」  Ｈ１６．５ 高野町 3.00

5  高野熊野世界遺産連絡会
「空海の森」  Ｈ１８．４.4 田辺市

（旧中辺路町） 1.00

6  公益社団法人和歌山県宅地建物取引業協会
「宅建の森」  Ｈ１８．9.6 日高川町

（旧中津村） 1.10

7  JA共済連和歌山
「JA共済　絆の森」  Ｈ１９．10.１２ 日高川町

（旧美山村） 1.00

8  和歌山県印刷工業組合
「熊野再生の森」  Ｈ19.10.1２ 田辺市

（旧大塔村） 0.50

9  モスバーガー共栄会関西南支部
「湯の峰温泉　モスの森」  Ｈ１９．１0.12 田辺市

（旧本宮町） 1.00

10  わかやま市民生活協同組合
「コープきょうどうの森」  Ｈ２０．４.1 古座川町 0.40

11  財団法人上山遺児育英会
「未来の森」  Ｈ２０．9.8 有田川町

（旧金屋町） 1.90

12  田辺・西牟婁電気技術者協会
「電気の森」  Ｈ２０．9.12 田辺市

（旧中辺路町） 1.60

13  済生会和歌山病院
「済生の森」  Ｈ２０．１0.29 かつらぎ町

（旧かつらぎ町） 0.50

14  上富田町水道協同組合
「水道組合・水源の森」  Ｈ２０．１0.29 上富田町 1.00

15  さわかみ一般財団法人
「１０１年の森」  Ｈ２0．11.21 田辺市

（旧龍神村） 2.20

16  和歌山県信用保証協会
「信用保証の森」  Ｈ２0．11.21 有田川町

（旧清水町） 0.30

17  ロータリークラブ
「ロータリー　熊野の森」 Ｈ２２．4.2 田辺市

（旧中辺路町） 1.30

18  紀南生コンクリート協同組合
「生コン組合『４０周年の森』」 Ｈ２2．6.30 上富田町 0.80

19  和歌山県警備業協同組合
『和歌山県警備業協同組合「安全･安心の森」』 Ｈ２2．9.29 田辺市

（旧龍神村） 0.50

20  特定非営利活動法人森のライフスタイル研究所
「熊野・木霊の森」 Ｈ２５．1.15 田辺市

（旧本宮町） 2.80

21  和歌山県漁業士連絡協議会
「漁民の森」 Ｈ２７．1.30 串本町

（旧串本町） 0.57

22  わかやま市民生活協同組合
「コープきょうどうの森」 Ｈ２７．7.14 日高川町

（旧美山村） 0.53

23  桃山学院大学
「桃山学院大学 まなびの森」 Ｈ２7．12.21 日高川町

（旧美山村） 0.50

24  関西大学
「関西大学の森」 Ｈ２８．1.13 田辺市

（旧本宮町） 3.58

平成29年10月現在

「企業の森」事業参画企業・団体一覧

合 計　76企業・団体（活動地 83） 269.63ha
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企 業

今では全国9か所に広がった「JTの森」は2005年、
ここ中辺路から始まりました。
最初はUSJと同規模の約50haの斜面は土がむき出し
でしたが和歌山県、田辺市、中辺路町森林組合、地元
の皆さんのお力添えのおかげで活動を重ねるごとに山
肌は緑を取り戻し、未来の森が着実に育まれていま
す。
これからも、もっとステキな未来を目指して森を育て
ていきます！

NEXT21は、近未来の都市型集合住宅のあり方を環
境・エネルギー・暮らしの面から実証・提案すること
を目的に建設。敷地1,500㎡に対し、緑地1,000㎡を
有し、都市緑化の一端を担うよう整備。居住者の自
主・継続的な緑地管理を目指し、大阪府立大学ご協力
のもと、大阪府産の草花・カブトムシを居住者が種
子・卵から大切に育て、緑地への関心を高める取り組
みを実施。

セイカグループは「セイカの森」において12年間、
和歌山の森林を守る活動を行ってきました。今年も5
月に社員と家族219名が参加し、下草刈りの作業を行
いました。
また、今年8月に開催された、紀州おどり「ぶんだら
節」に初めて参加しました。社員60名が揃いの衣装
で踊り、祭りを盛り上げました。
今後も社員の郷土愛を育みながら、地域の発展に貢献
する活動を続けていきたいと思います。

日本たばこ産業株式会社

大阪ガス株式会社

セイカグループ

『ようこそ』未来の森へ

実験集合住宅NEXT21:居住者の
自主的な緑地管理への取り組み

地元和歌山の自然、文化を大切に

企 業

企 業

企 業
セイカ株式会社、和歌山精化工業株式会社 ほか

4 CSR WAKAYAMA
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紀陽銀行では、平成18年より「企業の森」事業に参
画し、森林保全活動に取り組んでいます。
新たな展開として、平成28年より田辺市においても
取り組みを開始することとなり、記念すべき第1回目
の活動として、役職員118名がウバメガシやヤマザク
ラの植栽を行いました。
今回植えた苗木の成長を楽しみに、今後も下草刈りを
中心とした保全活動に取り組んでまいります。

紀陽銀行
「紀陽の森」第2ステージ
田辺市でスタート！

企 業

2007年から10年間実施した森林保全活動をさらに5
年間延長し、森を守る作業として、今春から、鹿や猪
などから被害を受けた場所への捕植や獣の侵入を防ぐ
ネット張り、育った木の生長をより促すための「枝切
り」や「間伐」を行っています。
秋には下草刈りを実施するほか、端材を利用したペン
立て作りや森の観察会など森に親しむ活動も行いま
す。

第二期「積水ハウスの森」活動は、6月20日で2回目
を迎え、いよいよ本格的にスタートしました。当日
は、下草刈りと森林組合のご協力により薪割りを実
施。薪を割ったことのない人がほとんどで、最初はな
かなか割れませんでしたが、慣れてくると男女問わ
ず、全員が楽しく感じられ、下草刈りの前に一致団結
し、いい汗を流すことができました。これからも、和
歌山県、森林組合の方々と、このような現場でのコ
ミュニケーションも大切にしながら活動を継続し、良
い森に育てて行きたいと思います！

パナソニック株式会社 エコソリューションズ社

積水ハウス株式会社

「田辺龍神 ながきの森」森林保
全活動は、新たなステージへ！

第二期活動本格化
「下草刈り＆薪割り実施」！

企 業

企 業

NTN紀南製作所ではCSR、社会貢献・環境保全活動の
一環として、 平成18年10月より「企業の森」事業に参画
し、森林の環境保全活動を通した地球温暖化対策の推
進に取り組んでいます。 
10年間の第一期活動に引き続き、上富田町内で2箇所目
となる「企業の森」活動を開始し、4月22日にはヤマモ
モやウバメガシ、ヤマザクラなど約900本の植樹を行い
ました。 
今後とも、第二期「企業の森」活動を通して、地球温暖
化対策への貢献ならびに従業員と地域住民とのコミュニ
ケーション活動の場として取り組んでまいります。

株式会社NTN紀南製作所
牟婁『和（なごみ）』の森

企 業

CSR WAKAYAMA 5

下草刈り 薪割り



CSR Report

CSR Report

NTT西日本和歌山支店では、「NTT西日本グループ
みどりいっぱいプロジェクト活動」の一環として、平
成20年より田辺市龍神村にて「輝きの森」の保全活
動を実施しています。10年間で延べ約700名が参加
し、毎年、下草刈りや植樹を行っています。また職場
では、休憩時のフロア消灯やタブレット端末導入によ
る印刷物の削減などにも積極的に取り組んでいます。

「地拵えから自分達で！」と、3月と4月に51名の社
員が長年放置された森林に分け入り、森林組合さんの
指導のもと、のこぎりや造林鎌を使って、増え過ぎた
シロダモや蔓延るカズラを伐採しました。
傾斜地にも屈せず、参加者は非日常的な作業にやりが
いを感じたようです。植樹は生石高原のすすきが見頃
の11月を予定しています。
もう一つの「花王の森　紀美野」での活動も11年目
に入りました。

NEXCO西日本グループは、CSR活動の一環として、
2007年より「企業の森」事業に参画しており、10周
年のメモリアルイヤーとなる今年は5月13日に15回
目の活動を実施しました。
当日は雨天となりましたが、龍神村森林組合様による
事業説明や現地見学を行う等、約50名の参加者は森
林再生や環境保全への意識も高まりました。今後も森
林保全活動に取り組んでいきます。

西日本電信電話株式会社 和歌山支店

花王株式会社 和歌山事業場

NEXCO西日本グループ
西日本高速道路㈱/西日本高速道路サービス関西㈱/西日本高
速道路エンジニアリング関西㈱/西日本高速道路ファシリティー
ズ㈱/西日本高速道路メンテナンス関西㈱/西日本高速道路ビジ
ネスサポート㈱/西日本高速道路サービス・ホールディングス㈱

NTT西日本和歌山グループの
「輝きの森」も10年目！

新しい活動地｢花王の森 おいし｣
で地拵え活動

「つなぎの森～南紀龍神～」
10周年を迎えました！

企 業

企 業

企 業

H29−29

積水化学グループでは、国内各地で森林保全活動の推
進に取り組んでいます。
和歌山県内では、2008年より田辺市中辺路町の森林
で年に2回植樹や育樹の活動を続けています。植えた
苗木も大きく育ってきたものもあれば、途中で鹿の食
害にあったものなど色々とあり、活動を通じて森林の
現状や多くの課題についても学ぶことができました。
今後も地域社会の一員として、和歌山の森林環境の保
全に取り組んで参ります。

積水化学工業株式会社
セキスイハイム近畿㈱和歌山支店

「セキスイハイムの森・和歌山」

企 業
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富士住建は、2009年4月より、企業の森「富士住建
の森」に参画し、今年で9年目を迎えました。今回
は、2017年4月に中辺路町森林組合様のご協力・ご
指導のもと、社員60名により、下草刈りを実施いた
しました。皆様の感謝の気持ちと、自然との共存を目
指し、これからも森林整備を続け、私たち日本人の財
産を守りたいと思っています。

和歌山県内のトヨタ販売店4社とトヨタ部品大阪共販
では、2008年の植樹以降、龍神森林組合様のご協力
のもと、森づくりに取り組んでいます。
昨年は約100名が参加し、下草刈り作業を実施しまし
た。また木材製品製作として、龍神の間伐材を使った
ベンチづくりも実施いたしました。
本年度は11月に下草刈り作業を実施する予定です。
今後も環境保全活動に取り組んでまいります。

2010年より「企業の森」に参画し、今年で7回目と
なる下草刈りを7月29日に実施しました。毎年、見
るたびに少しずつ生長する木々に逞しさを感じてい
ます。下草刈りは、社員33名が関係各位のご協力の
下、熱心に作業しました。今後も木々の生長を楽しみ
ながら、環境意識の向上と森林保全活動に取り組んで
まいります。

株式会社富士住建和歌山県オールトヨタ

本州化学工業株式会社

「富士住建の森」9年目
下草刈りを実施！

「やすらぎの森」下草刈り

『本州化学の森・日高川』
　～7年目の取り組み～

企 業企 業

企 業

2009年より有田川町にてドコモの森保全活動を毎
年、春と秋の年2回、グループ社員やOBも参加し、
金屋町森林組合の皆様のご協力も頂きながら活動して
おります。
今年は5月20日に総勢48名が活動に参加しました。
今回過去に植林したクヌギの新芽を、動物から保護す
るネットの設置作業も新たに実施しました。
これからも自然環境保護に取り組んでまいります。

株式会社ドコモCS関西 和歌山支店
「ドコモ紀の国・明恵峡の森」
保全活動

企 業

和歌山トヨタ自動車㈱/和歌山トヨペット㈱/トヨタカ
ローラ和歌山㈱/ネッツトヨタ和歌山㈱/トヨタ部品
大阪共販㈱

CSR WAKAYAMA 7
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当社では、和歌山県が推進する「企業の森」事業に参
画し、「10年あゆみの森」と名づけ4年目を迎えまし
た。
平成29年4月には毎年恒例の下草刈りと獣害実防護柵
の点検を実施しました。今年起こった北九州豪雨災害
では山から流れ出た流木による被害の恐ろしさが再認
識されました。微力ではありますがこの事業を通じ、
少しでも災害防止に役立てればと取り組んでいます。

2015年より和歌山県推進の「企業の森」事業に参画
以来、「感謝の森」は3年目を迎えました。
本活動は新人研修及びレクリエーションも兼ねてお
り、今年も新入社員が全員参加。ヤマザクラやコナラ
の植栽など、社長を含む参加社員が一丸となり、森作
りに汗を流しました。
これからも中津村森林組合の皆様にご協力・ご指導を
いただきながら、一層の森林保全活動に取り組んでま
いります。

南海スチール株式会社

株式会社フラット・フィールド・オペレーションズ

「10年あゆみの森」から
未来の森へ

「感謝の森」で
3年目の環境貢献活動

企 業

企 業

当社は2015年度より企業の森事業に参加し、今回田
辺市龍神地域で下草刈り作業と、新規開発製品「生分
解性食害防止ネット」のサンプル採取を行いました。
設置後約2年が経過しましたが、動物の侵入は確認さ
れず苗木も驚くほど成長しておりました。
シカによる食害が深刻となる中、当社はこれからも環
境配慮型製品の開発・提案を行いながら森林の成長を
見守って参ります。

ナカダ産業株式会社
「まったくんの森」人と自然と
野生動物が共生するために

企 業

三菱商事では、地球温暖化の影響で危機にさらされて
いるサンゴ礁の研究活動を支援するサンゴ礁保全プロ
ジェクトを、沖縄、セーシェル、オーストラリアの3
拠点で、産・学・民で推進しています。
2017年度は、沖縄の琉球大学熱帯生物圏研究セン
ター瀬底実験所にて、当社社員10名がサンゴ礁の観
察や水質調査を行うフィールドワークと研究室でのラ
ボワークを行いました。

三菱商事株式会社

サンゴ礁保全プロジェクト（沖縄）
企 業
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2024年の創業100周年に向け、2016年7月に「企業
の森」に調印し、11月に「植樹イベント」を実施し
ました。全国から集まった従業員とその家族（総勢
52名）で樹の苗を植え、森林組合様のご提供で実施
しました薪割りやチェーンソー体験も大盛況となりま
した。今後も、NKC本社で取り組んでいる屋上緑化
活動と併せて、従業員の環境意識を高める活動に取り
組んで参ります。

TOTO関西支社は、和歌山県が
推進する「おもてなしトイレ
大作戦」のご縁から2016年3
月に「企業の森」事業に参画しました。
紀の川市の3.89ヘクタールの間伐等に地元の皆さん
と取り組んでいます。のこぎりでひのきを切り倒すと
いう貴重な体験をすることができ、県・市・森林組合
の皆さんの入念な事前準備と当日の温かい「おもてな
し」に大変感動しました。

東北のイヌワシの生息地を創出するために始まった森
林整備プロジェクト「楽天の森」の一環として、和歌
山県でも森林整備に取り組んでいます。
2015年から2017年の3年間にわたり、田辺市龍神村
の16.6haの森林で、和歌山県、田辺市との連携のも
と、森林の生物の生息環境を改善するため、間伐を
行っています。

三菱電機株式会社冷熱システム製作所は、2017年5
月27日（土）に企業の森における初回活動を実施し
ました。
当日は有田川町・山﨑副町長様はじめ関係者による記
念植樹を実施したあと、従業員によりヤマモミジ300
本ほどを植樹しました。
今後10年間大切に保全活動を実施して参ります。

中西金属工業株式会社

TOTO株式会社楽天株式会社

三菱電機株式会社冷熱システム製作所
「NKCグループ悠久の森」
　～創業100周年に向けて～

「TOTOの森」
活動開始！楽天の森プロジェクト

｢みつびしでんき・有田川の森｣
初回活動を実施！

企 業

企 業企 業

企 業
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労働組合

ユニチカユニオンは、2003年に国内での社会貢献や
環境保護を目的とした「緑のプラン」をスタートし、
『ユニチカの森』と名づけた山林に苗木を植林しまし
た。以降、組合員参加による研修会を開催し、木々を
生育させるための下草刈りや枝打ち、間伐などを実施
しています。
2017年9月の第16回研修会では28名が参加し、これ
までの参加人数が延べ449名を超えました。今後も多
くの方に自然の大切さを体感してもらいます。

私たち関電労組和歌山地区本部は、平成16年2月より
「関労ふれあいの森」事業を展開し10年の節目を迎
え新たに「関労いこいの森」を育てていっておりま
す。
また、10年以上お付き合い頂いている本宮町のみな
さんと自然と文化を守り、地域の発展に少しでもお役
に立てるよう労働運動研鑽の地として引き続き活動を
展開して参りますので宜しくお願いいたします。

ユニチカ労働組合 関西電力労働組合 和歌山地区本部

『ユニチカの森』は立派な森へ 新たな活動を展開
関労いこいの森

労働
組合

労働
組合

日本ルナ株式会社は2017年度から和歌山県「企業の
森」事業において、森林保全活動を開始します。当社
では県産果物を活用したヨーグルト等の製造・販売を
する取組みをしており、果物の産地として名高い紀の
川市にて「日本ルナの森」として活動するに至りまし
た。2017年秋に本社・京都工場の従業員が、間伐作
業を実施予定です。作業後には、地元食材を使った
BBQ等を行う事も考えており、地域との交流を目指
します。

日本ルナ株式会社

「日本ルナの森」活動スタート！
企 業
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その他
団 体

「ダイキン労組の森」は、労組結成60周年を機に、
平成18年4月にスタートした田辺市の森林保全活動を
平成28年4月から更に10年間継続し、地元の森林組
合の方々にお世話を頂きながら、組合員が植林や下草
刈りなど山林としての再生に取り組む活動です。
今年も、若手組合役員の研修を通じて下草刈りに汗を
流しました。引き続き、和歌山の森林保全に取り組ん
でいきます。

私たち、北越紀州製紙労働組合は地域貢献を重要な
テーマとして捉え、活動しています。
本年度も連合和歌山新宮東牟婁地区協の仲間たちとと
もに、地域の清掃活動を実施する予定です。
これからも地域に愛される魅力ある活動を続けていき
たいと思っております。

ダイキン工業労働組合 北越紀州製紙労働組合紀州支部
「ダイキン労組の森」を
活用した森林保全活動

地域に愛される
魅力ある活動を続けます

労働
組合

労働
組合

ゲンジの森実行委員会は、高野山の聖地奥の院の北西
600mに位置し高野山森林公園の一部である、ゲンジ
の森で活動を続けています。
高野山ではミヤマクワガタのオスをゲンジと呼びま
す。クワガタが住めるような森づくりを目指し地道な
活動を続けています。
平成17年に、全日空関西空港支店と企業の森協定を
締結し、毎年活動を共にし交流を深めています。

森林ボランティア団体

「ゲンジの森」

その他
団 体
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和歌山県印刷工業組合では、組合50周年記念で行っ
た「熊野再生の森」事業が、今年10年目を迎えまし
た。節目として、サクラの木を100本植樹しました。
また、以前植樹した中でも特にサクラが力強く大き
く育っており花を咲かせていた
のが印象的でした。今回の木々
も、和歌山の温暖な気候に見守
られ順調に育ってくれることを
願っております。

JA共済では地域貢献活動の一環として「企業の森」
事業に参画しています。平成29年7月8日には全職員
で「絆の森」下草刈りを実施しました。参加している
職員は、この森がCO2削減や大雨の時の土砂崩れなど
災害防止に役立つことを願い、下草刈りを行っていま
す。今後もこの活動を通じ、未来につながる森づくり
に取組みます。

和歌山県釣連盟と共にきれいな海を持つ和歌山の特性
を活かし、親子のふれあいの場と水辺の環境保全の心
を育てることを目的に、和歌山マリーナシティ海釣公
園内にて小・中学生を対象に「よい子の釣り大会」を
開催しています。
今年は約30名のお子さまにご参加いただきました。
午前6時の受付を待ちきれずに、夜が明けきらぬ頃か
ら釣りを始める子もいました。

和歌山県印刷工業組合

JA共済連和歌山

モスバーガー共栄会（関西南支部）
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新緑の5月に歩道周辺の草刈りとつる切りを行った。
木々は順調に成長して立派な森林になった。しかしイ
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CSR Report

CSR Report
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2008年4月にスタートした古座川町洞尾（うつお）
の「コープきょうどうの森」。今年7月に、古座川
町、東牟婁振興局、南紀森林組合の協力で、生協組合
員・役職員らが古座川町の自然を体験する「コープ
きょうどうの森 古座川であそぼう2017」を開催し、
162人が参加しました。南紀森林組合の指導によるベ
ンチ作りや、古座川の清流でのダッキー体験、森の小
枝をつかったフォトフレーム作りなどを楽しみまし
た。12月には日高川町愛川でも下草刈りをします。

わかやま市民生活協同組合

「コープきょうどうの森」

その他
団 体
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ベンチづくり

ペン立てづくり

「企業の森」の活動で
『オフィスの森』を作りませんか

企業が育てる明日の森

～木材利用をテーマにした環境保全の取り組み～
木造住宅は「都市の森林」や「第二の森林」とも言われています。それは、森林の中で育てられた木を都市の中で
使うことで、森林の中と同様に都市の中でも“炭素の固定”という機能を発揮することが出来るからです。
「オフィスの森」は営業窓口の待合イスや事務所内で長く愛着をもって活用していただくため、既製品ではなく
デザインから製作まで社員の方々に携わっていただき完成させる取り組みです。

● 取り組みの流れ  ●

自社のオフィスで使用でき
る木製テーブルやイス等の
サイズやデザインを社員と
関係者で協議して決める。

1
決定したサイズ・デザイン
を基に一次加工（製材・仮
の組み立て）を県内企業等
が行う。

2
「企業の森」活動時に、二次加
工（やすりがけ、塗装、ワック
スがけなど）を行い、参加者
で最終の組み立てを行う。

※二次加工や最終の組み立てなども、県内
　企業等へ委託することも可能です。

3
自社オフィス
にて使用して
いただく。

4▼ ▼ ▼
木を植える（植栽）

二酸化炭素を吸収

木を使う（木製品）

二酸化炭素を固定

地球温暖化の防止

環　境　保　全

“環境保全”という観点から見ると、
「木を使うこと」は「木を植えること」と
同じ効果を発揮することができます。

▼ ▼

▼

環境保全活動 “道普請”
参加企業・団体募集
～世界遺産を次世代に継承するために～

みち　　ぶ　　しん

▼

作業前

作業後

〈保全活動実施のプロセス〉

プランニング

お申し込み1
2
3
4
5

事前PR

道普請実施

事後PR

和歌山県世界遺産センターまたは和歌山県観光振興課までお問い合わせ下さい。
詳しい資料を送付させて頂きます。

人数、日程、場所や作業内容等のご要望を伺いながら、担当者から行程を含
めてプランをご提案いたします。

作業内容確定後に報道機関への情報提供を行います。

該当市町の文化財担当者立ち会いのもと、和歌山県世界遺産センター職
員による技術指導（必要に応じ事前学習）をいたします。

実施内容を和歌山県世界遺産センターホームページへ掲載するととも
に和歌山県世界遺産センター展示パネルにおいて紹介いたします。

世界遺産

　世界遺産の文化を育んだ紀伊山地は、年間を通して雨量が多く、台風などの災害にもたびたび見舞
われる地域であり、参詣道の傷みも確認されています。こうした条件の中で世界遺産を大切に保全し
次世代に引き継いでいくためには、多くの人々の理解と協力により、参詣道の継続的な保全活動（道
普請）が必要です。
　和歌山県では、企業や団体の皆様と連携し、参詣道の保全活動を実施しています。企業・団体のＣ
ＳＲ活動や研修の一環として楽しみながら世界遺産の保全に取り組んでみませんか。
〇道普請について
・熊野古道などの参詣道の保全活動（土入れ・側溝清掃等）を
　行っていただくものです。
・参詣道は「道」の世界遺産であるため、文化財担当者指導立
　ち会いのもと、どなたでも修復活動ができます。
・このような体験ができるのは、日本でここだけです！
・毎年２千人以上の皆様に道普請に参加していただいています。

問和歌山県世界遺産センター
〒647-1731 和歌山県田辺市本宮町本宮100-1
TEL.0735-42-1044  FAX.0735-42-1560
http://www.sekaiisan-wakayama.jp/

和歌山県観光振興課
〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通1-1
TEL.073-441-2424  FAX.073-432-8313
http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/062400/index.html

２.下草刈り（したくさかり）
若い苗木の成長を妨げる雑草
の刈り払い作業を行います。

３.枝打ち（えだうち）
下の方の枝を切り落とす作業
です。風で木々が擦れて樹皮
が傷付くのを防ぎます。

４.間伐（かんばつ）
森林の生育環境を良くするた
め余分な木を間引く作業です。

１.植栽（しょくさい）
苗木の植え付けを行います。

▼ ▼ ▼

和歌山県

認証実績
49企業・団体

面　積
125.80ha
CO2吸収量

53,400トン／100年

問和歌山県環境生活総務課
TEL.073-441-2674
FAX.073-433-3590

※「和歌山県地球温暖化対策条例」で排出抑制計画書の提出を義務付けられている
　事業者の方は、この事業により認証された吸収量を温室効果ガス排出量の算定に
　用いることができます。

　企業の森づくり活動により吸収した二酸
化炭素の量を算定するなど、参画企業の環
境保全活動を評価・認証し、「企業の森」
事業に参画することを促すとともに、森林
県である本県の地域特性を活かした地球温
暖化対策を推進する事業です。
　認証した企業・団体には、「認証書」と

紀州材で製作した記念の「認証プレート」を交付するとともに環境問題に積
極的に取り組む企業・団体として、広くＰＲさせていただきます。
　これまでの認証実績は、右記のとおりです。

森林による二酸化炭素の
吸収等環境保全活動認証事業
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新神戸
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五条北IC

亀山JCT
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極楽橋駅まで

津

この印刷物は地球環境に優しい再生紙、
植物油インキを使用しています。

〔発　　行〕和歌山県　森林・林業局　森林整備課　緑化推進班
　　　　　　〒640-8585  和歌山市小松原通1-1　TEL.073-441-2973  FAX.073-432-5850
　　　　　　E-mail:kig-mori@pref.wakayama.lg.jp
〔企業の森〕http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070700/kig_mori/kig_mori.html

すさみ南IC

南紀白浜IC

田辺エリアへは

和歌山県のご紹介 豊かな自然に囲まれた和歌山県には、四季折々の風景とともに、世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣
道」に代表される奥深い歴史文化があり、ラムサール条約に登録されている沿岸海域もあります。
また、自然の恵みによる山の幸、海の幸が豊富であり、伝統の技による産物も多くあります。

東京


